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「魔法がかかったみたい」でした

娘は３歳の時に眼科で強度の乱視と診断され、その時から眼鏡の生活となりました。親娘は３歳の時に眼科で強度の乱視と診断され、その時から眼鏡の生活となりました。親
としてはそんな娘がかわいそうでなりませんでしたが、眼鏡の矯正治療も効果は出ず、
あきらめておりました。中学2年の夏に友人からオルソケラトロジーのことを聞き、さ
っそく三井メディカルクリニックの説明会に参加させていただき、テストレンズをつけ
診断していただいた結果、強度の乱視のため、セカンドレンズで０．８ぐらいまで何と
か結果が出ればよいのですが・・・の先生のお言葉に励まされ治療を受けることにしま
した。その時点での視力は左が０．１、右が０．０７でした。約１ヶ月ほどでレンズが
手許に届き、丁寧なご指導のもとコンタクトの着脱の練習もスムーズにいき、寝る前の手許に届き、丁寧なご指導のもとコンタクトの着脱の練習もスムーズにいき、寝る前の
１１時にコンタクトをつけ朝6時にはずすという生活が始まりました。コンタクトをし
て寝た次の日の朝、コンタクトをはずしたとたん娘が｢魔法がかかったみたい｣と言っ
ておりました。その日はお昼過ぎにぼやけ出して今まで使用していた眼鏡をかけたので
すが、強すぎてだめだということでした。２日目の結果は、夕方からぼやけ出したもの
の、３日目は夜寝るまでよく見えると娘が言い出し、内心おどろきました。２週間後の
診察では、左０．８、右０．７まで裸眼で見えるようになっており、さらに娘の場合、
就寝まで効果が持続し、予備の眼鏡を用意する必要もありませんでした。使用してから就寝まで効果が持続し、予備の眼鏡を用意する必要もありませんでした。使用してから
現在まで、初めは時間のかかっていたコンタクトの着脱も何の問題も無く、眼鏡をかけ
る事もなく、快適に過ごしております。
３歳からの眼鏡の生活をしていた娘が裸眼でおきている間中過ごせるということは本当
にうれしい限りです。先生もおっしゃっていますとおり、個人差はあると思いますが、
オルソケラトロジーを始めてみなければ結果も出ないと思います。是非、視力のことで
お悩みの方にはおすすめいたします。




